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PALシステムの概要
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Flg1.PALシステムの仕線

可鍛型自動連続観測ミーライター
PAL: Portable Automated Lidar 

送信エネルギーが低〈、アイセーフな観
測が可能．

受光視野を1mradよりも小さく飯定するこ

とで受信視野の霊なりを後持する．

室内から窓起しの観測、全天候下での全
日観測を実現。

交差点観測
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ト 穴川交差点千葉大学から約1.5kmの地点

12時間の平均交通量：7.9万台

千葉大学の研究棟8階から北東の方角を中
心に仰角10・で観測を行った。

Flg3.子集大学と穴側交釜点の位置関係11 Flg4.TJ医大学に般置しているPAL
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エアロゾルと大気汚染物質

ヱアロゾル ： 大気中の微粒子

半径数nm～ 数十μm

主に高度数回まで分布す
る

大気汚S食物質： 自動車や工場排気に含まれ、

人体への悪路がある 時 鰍脱税への開

惣 「

PAL観測データ例

メリット：局所的な天候変化を長時間にわたり捉えられる
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「（a）：震庖高度の時間的変化
t 車問7時まで比般的大きな後方散乱
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IL(c）高度2附近に大気境界層
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Flg2. PAL fixed-point observation data on Chiba 

交差点観測結果

PAL Ds祖

5km 

交差点上空で時間当たりの交通量が
ピークとなる7・9時の聞に温度変化が見
られた。｛高度約300～400m付近）

時間的変動の周期（約2・3分周期）が交
差点における信号のタイミングとー数

車のアイドリング中にエアロゾルが留ま
る過程と車が動き出してエアロゾルを
鉱散させる過程が交互に起こるためと
推測される．
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FlgS. PAL解析結果 2008/11/13JST 
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Flg6.観測自のMTSAT可..像（解像鹿1km..舟品争-0.鈎μ川
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PAL 2次掃引例 市原におけるPALの2次元帰引結果
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Fig旬．手憲司島市原市環.碕究所からの遺・.... 

PALシステムは受信望遠鏡に送信、受信光学系と

受光著書をすべて繕援しているため、任意に観測方

向を変化させることが容易．

Flg.7 PAL system with scanning-a,包唖II.
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まとめと今後
まとめと今後

可搬型自動連続観測ミ一散乱ライダー（PoはableAutomated Lidar, 

PAL）による低層大気中のエアロゾル湿度の時間的な変動に着目

した

観測地点の空間的な大気分布および、変動を室内からモニタ
リングできることのメリットは大きい。

今後は煙突から上る煙媒などの人為起源エアロゾルの観測に

対して期待できる。

鮒書事

海洋大PALとの比較研究を進めるにあたり、ご指導を頂いた村山積l拳教授に
感謝致します

複数台のPALIこよる同期観測
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(b)2月15日における周期観測 13時

Fig12海洋大、千家大PALとのの受信発強度
CHニ猿繍正後｝

Flg11 .• lkのPALを用いた同調書復刻
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